
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

公民館だより 第５００号 

令和６年７月１日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 
 

市報、館報 

三者会、会長会、路線バス対策協議会 

パソコンクラブ、活動事業補助金審査委員会 

さわやかコンサート 

そば打ち教室  

粋いき俱楽部、体育部会 

一般講座「多肉植物の寄せ植え教室」  

～18（木）会長会研修旅行 

ウォーキング教室（職員不在時間帯あり） 

中川地区夏の安全パレード 

わんぱく広場 

7/1(月) 

7/2(火) 

7/5(金) 

7/6(土) 

7/9(火) 

7/12(金) 

7/16(火) 

7/17(水) 

7/23(火)   

7/28(日) 

7/30(火) 

          
 

7 月・8 月 行事予定 

お申込み・お問合せ： 
中川地区公民館（☏679-2501） 

日 時：8月 6 日（火）10：00～12：00頃 

場 所：中川地区公民館 集会室 

講 師：平清水焼 七右衛門窯   

対 象：中川地区民（小学生以上可） 

※小学１～３年までは大人の付き添いが必要です。 

材料費：小中学生 1,000 円 

大人   1,500円（つり銭のないようにお願いします）  

定 員：先着 20 名程度 

持ち物：一人用レジャーシート、手拭きタオル 

飲み物、汚れても良い服装（エプロンなど） 

締切日：定員になり次第締め切り 

 

 

（昨年の作品です。） 

500ｇの粘土を使って、器を作ります。湯呑なら 

１個、お皿なら１枚、製作可能な粘土の量です。 

 

わんぱく広場

 
日 時：7月 30 日（火）19：00～  
場 所：中川地区公民館広場 
内 容：花火祭り 
対 象：中川地区の小中学生 

 
日 時：8月 7 日（水）  

場 所：永野ふれあい広場、蔵王温泉（昼食・入浴） 

対 象：中川地区民 

参加料：4,000円（昼食・入浴ありの場合） 

※詳細は、地区回覧チラシをご覧ください。 

 

 

 日 時：9月 10 日（火）～ ９月 11 日（水）１泊 

場 所：中尊寺、南三陸、松島周辺予定 

対 象：中川地区民 

※詳細は、８月の地区回覧チラシをご覧ください。 

 
8/1(木) 
8/2(金)   
 
 
8/5(月) 
8/6(火) 
8/7(水) 
8/9(金) 
8/16(金) 
8/20(火) 
8/23(金) 
8/25(日) 
8/27(火) 
8/30(金) 

市報・館報・福祉村だより 
三者会、会長会、公民館運営協議会 
活動交付金交付式 
白石上山線建設促進対策協議会 
福祉村運動会代表者会議 
一般講座「陶芸教室」 
粋いき俱楽部（職員不在時間帯あり） 
防犯協会中川支部幹事会 
福祉村運動会主事部・体育部合同会議 
上生居堀切永野開拓線建設同盟会総会 
パソコンクラブ 
ソフトボール大会 
そば打ち教室 
市報、館報、防犯診断〈高野地区(下)〉 
 

グラウンド・ゴルフ愛好会 
詩吟教室            
ラージピンポン愛好会 
スポーツ麻雀愛好会   
             
 

 

※詳細は、小学校配布・ 
地区回覧チラシを 
ご覧ください。 

 

 

（月曜日） 
（火曜日）  
（木曜日）   
（木曜日）   
      
             
 

 

7/1、 8,、22、29 
7/9、16、30 
7/4、11、18 
7/4、11、18、25 
      
             
 

 

休館日のお知らせ 

 ８月１3 日（火）、14 日（水）は休館日と 

なります。ご不便おかけいたしますが、 

よろしくお願いいたします。 

  

【一般講座】 

参加者募集
中川地区さわやかコンサート
 

日 時：７月６日（土）開場 10：00 開演 10：30～  

場 所：中川小学校 体育館（※内履き必須） 

※会場にて当日受付も可能ですので、お誘いあわせの上 

 ぜひお越しください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月 3 日（月）の朝６時より、会長会有

志、村長、館長、事務長 14 名の参加により

クアの道の整備が行われ、主にコースや 

クアパークの草刈と支障木の伐採をしてい

ただきました。草が生い茂っていて歩きに

くかったコースが大変歩きやすくなりまし

た。作業していただいた皆さん、朝早くから

本当にありがとうございました。 

 

6 月 4 日（火）中川地区食生活改善推進協議会主催の「笹巻き作り講習会」が開催されました。中川

福祉村の笹巻宅配事業で作っている「笹巻き」は、作り手が年々減ってきています。多くの地区民に  

作り方を伝達し、この伝統ある福祉村の笹巻きを後世に伝えていこうという取り組みです。参加した

方々は、食改の会員さんに教えてもらい、難しいながらも楽しく笹巻つくりに取り組んで、100 個  

ほどの笹巻を作り上げました。作った笹巻きは持ち帰り、帰ってからのお楽しみとなりました♪ 

 
 

 

 6 月 8 日（土）中川福祉村「蔵王山頂清掃とつつじ祭り」が開催され、各地区会長、福祉村役員、公民
館職員、福祉村の各施設の皆様から参加をいただき、車両９台での出発となりました。天候にも恵まれたた
め、多くの観光客がいる中で時折お釜を眺めながら、１時間程一生懸命清掃活動に取り組みました。ビンの
割れたものや缶などが多く、また以前では見られなかったマスクも多数あったことから時代の流れを感じ
ました。清掃後は坊平のつつじ公園で満開のつつじを眺めながら解散となりました。来年も多くの方に参
加していただき、清掃活動ができればと思っております。休日にもかかわらずご参加いただきました皆様、
誠にありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

  

 

 中川福祉村村長でもある、薄沢地区の
齋藤 秀雄さんに、公民館玄関前の庭木
の剪定をしていただき、すっきり綺麗に
なりました。公民館は常に皆様に支えら
れていると実感しております。本当に 
ありがとうございます。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

【一般講座】 

6月17日（月）～19日（水）、中川福祉村「中川やすらぎ笹巻き宅配事業」が開催されました。民生児童委
員の笹取りから始まり、中川地区食生活改善推進協議会会員と地区のボランティアの方々により約550個の笹巻
きが作られ、中川小学校４～６年生の心のこもった手紙と共に、民生児童委員の皆さんが地区内の一人暮らしの高
齢者の方などに配達しました。配達後、笹巻と手紙をみんな楽しみにしていたよ！との報告をいただき、全世代が
ともに生き、喜びを共感できるこの福祉の心は絶える事なく受け継がれていかなければならないと改めて感じまし
た。ご協力下さいました多くの皆様、お忙しい中、連日の作業本当にお疲れ様でした。心より感謝申し上げます。 

 

 

  

 

 

 ６月 13 日（木）「中川地区公民館１階調理室の鍋から引火し周囲に延焼」という

想定で、「スポーツ麻雀愛好会」の皆さんに協力していただき、第1回自衛消防訓練

が行われました。119 番通報をする人、館内を回って大声で火事振れをする人、来

館者を誘導する人と役割を決め、本番さながらの訓練です。「いざ」という時にできる

限り慌てずに消火器を使えるように、１年に一度でも訓練しておく事が大切ですね。 

 

 

 

 

 

６月23日（日）第３回ウォーキング教室は「毎日ウォーキング」の中川地区「クアの道高野」での開催に合わ

せ、中川地区のウォーキング会員と一般の方の参加で開催されました。６月3日（月）に中川地区会長会有志の皆

さんより、クアの道を整備していただいたので、大変歩きやすいコースとなりました。梅雨入りの空の元、恒例の

ヤッホ！！山の間に声が吸い込まれて行く感じがあり、雨の中でも充実した時間となりました。クアパークのアジ

サイもきれいに咲いて雨との相性もバッチリでした。皆さん、中川地区「クアの道高野」を歩いてみてください！ 

 

 6 月 11 日（火）石井伊惣治商店さんより来ていただき、一般講座「みそ作り教室」が開催されました。昨年

に続き2回目となりますが、今年は麹3割増しの味噌作りに挑戦しました。開催を楽しみにしていた方も多く、

10㎏作る方も多数いらっしゃいました。麹をほぐして塩を入れ、朝から蒸してつぶしてもらった大豆と水を入れ

て、手をかけた分だけ美味しくなるとのことで、皆さん一生懸命混ぜていました。最後に、保存場所や管理方法な

どを教えていただき、たくさん質問をして終了となりました。100日後の出来上がりが楽しみです。美味しいみ

そになりますように！ 



 
 

 
 

   

 

（写真③） 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
八
十
九
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

  

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

（写真①） 

 

前
回
は
、
武
力
を
背
景
と
し
た
関
東
軍
の
強
引
な
満
州
国
の
建

国
の
模
様
を
記
述
し
ま
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
建
国
さ
れ
た
満
州

国
の
政
体
や
国
連
の
調
査
・
勧
告
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。 

  

〈
満
州
国
の
政
体
、
建
国
宣
言
〉 

新
国
家
の
政
体
は
、 

 

国
体
＝
民
本
政
治
、
国
主
＝
執
政
、
国
号
＝
満
州
国
、 

年
号
＝
大
同
、
国
旗
＝
新
五
色
旗 

 

と
決
め
ら
れ
て
い
た
。 

旅
順
に
い
た
溥
儀
は
、
二
月
一
九
日
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
て
激 

怒
し
た
。 

そ
の
四
日
後
、
板
垣
大
佐
が
来
て
、
溥
儀
に
新
国
家
建
設
の 

経
過
な
ど
を
報
告
し
た
。
そ
の
際
溥
儀
の
こ
と
を
「
閣
下
」
と 

呼
び
、
皇
帝
の
尊
称
で
あ
る
「
陛
下
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。 

溥
儀
は
、
そ
の
後
著
し
た
「
わ
が
半
生
」
で
次
の
よ
う
に
述 

べ
て
い
る
。 

「
私
の
心
の
な
か
で
は
東
北
二
百
万
平
方
里
の
土
地
も
三 

千
万
の
人
民
も
「
陛
下
」
と
い
う
一
言
と
比
べ
れ
ば
、
物 

の
数
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
も
う
興
奮
で
座
っ
て
い
ら
れ 

な
く
な
り
、
大
声
で
叫
ん
だ
」 

し
か
し
、
溥
儀
は
翌
二
四
日
に
は
、
執
政
就
任
を
受
け
入
れ 

た
。「
建
国
一
年
後
に
帝
政
に
移
行
し
、
自
分
が
皇
帝
に
な
る
」 

と
い
う
条
件
を
、
板
垣
が
呑
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。 

か
く
し
て
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
三
月
一
日
、
満
州
国 

の
建
国
宣
言
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

〈
溥
儀
が
執
政
就
任
式
に
感
激
〉 

 

溥
儀
の
執
政
就
任
式
は
、
三
月
九
日
長
春
で
行
わ
れ
た
。
溥 

儀
は
こ
の
た
め
前
日
の
八
日
、
特
別
列
車
で
長
春
駅
に
到
着
し 

た
。
駅
前
に
は
一
万
人
近
い
人
が
集
ま
り
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

に
軍
楽
の
音
と
人
々
の
歓
声
の
起
こ
る
の
を
聴
い
た
。
人
々 

は
、
手
に
小
旗
を
持
っ
て
歓
迎
し
た
。
（
写
真
①
） 

溥
儀
は
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
「
私
は
思
わ
ず
感
激
が
こ
み 

あ
げ
て
き
た
。
営
口
の
埠
頭
で
望
ん
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と 

が
、
今
日
と
う
と
う
実
現
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（「
わ
が
半 

生
」
） 

 

〈
建
国
三
日
後
の
秘
密
協
定
〉 

三
月
一
日
、「
五
族
協
和
」「
王
道
楽
土
」
を
掲
げ
て
成
立
し 

た
満
州
国
。
こ
の
理
想
郷
の
実
現
を
関
東
軍
の
石
原
莞
爾
参
謀 

は
本
気
で
信
じ
て
い
た
が
、
満
州
国
の
運
命
は
、
建
国
の
数
日 

後
に
決
定
さ
れ
た
。 

三
月
九
日
の
執
政
就
任
式
（
写
真
②
）
を
前
に
、
溥
儀
は
一 

通
の
書
簡
に
署
名
し
た
（
三
月
六
日
）
。 

こ
れ
は
、
関
東
軍
と
交
わ
し
た
重
大
な
密
約
で
あ
る
（
こ
の 
 

 

 

（写真②） 

41 密
約
は
、
鄭
孝
胥
《
満
州
国
の
国
務
総
理
に
就
任
》
が
勝

手
に
結
ん
だ
も
の
で
、
溥
儀
は
五
ヶ
月
後
に
な
っ
て
初

め
て
知
ら
さ
れ
た
。）。 

一 

満
州
国
の
治
安
維
持
及
び
国
防
は
日
本
軍
に
委 

ね
る
。 

一 

国
防
上
必
要
な
鉄
道
、
港
湾
、
水
路
、
航
空
路
の 

管
理
、
並
び
に
新
設
は
す
べ
て
日
本
に
委
ね
る
。 

一 

日
本
人
を
満
州
国
参
議
に
任
じ
、
中
央
、
地
方
の 

官
署
に
も
、
日
本
人
を
任
用
す
る
。
そ
の
選
任
、

解
任
は
関
東
軍
司
令
官
の
同
意
を
必
要
と
す

る
。 

満
州
国
は
、
ま
さ
に
最
初
か
ら
骨
抜
き
の
状
態
で
誕

生
し
た
”
独
立
国
家
”
で
あ
っ
た
。 

〈
日
本
政
府
が
満
州
国
を
承
認
〉 

以
上
の
経
過
の
の
ち
、
同
年
九
月
一
五
日
、
日
本
政
府

は
正
式
に
満
州
国
を
承
認
し
、
両
国
の
間
に
「
日
満
議
定 

書
」
が
結
ば
れ
た
。 

公
表
さ
れ
た
「
議
定
書
」
は
、
本
文
と
し
て
「
日
本
の

既
得
権
の
尊
重
」「
日
満
の
共
同
防
衛
」
の
二
ヵ
条
し
か

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
付
属
協
定
と
し
て
先
の
密
約
を
も

ひ
そ
か
に
認
め
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
世
人
の
目
に
明

ら
か
に
さ
れ
る
の
は
戦
後
の
こ
と
だ
っ
た
。 

〈
国
連
が
満
州
国
へ
調
査
団
を
派
遣
〉 

満
州
国
建
国
を
主
導
し
た
石
原
中
佐
は
、
七
年
八
月

の
定
期
異
動
で
大
佐
に
昇
進
し
、
兵
器
本
廠
付
に
異
動
、

板
垣
征
四
郎
大
佐
も
少
将
に
昇
進
し
、
関
東
軍
に
は
残

っ
た
も
の
の
、
執
政
・
溥
儀
の
顧
問
と
い
う
影
響
力
の
弱

い
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
。 

満
州
国
に
対
す
る
国
際
的
な
風
当
た
り
は
初
め
か
ら

強
か
っ
た
。 

中
国
の
提
訴
を
受
け
、
国
際
連
盟
は
昭
和
七
年
四
月
、

「
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
」
を
満
州
に
送
り
込
ん
だ
。
満
州
事

変
が
侵
略
行
為
に
あ
た
る
か
、
満
州
国
は
日
本
の
傀
儡

国
家
で
は
な
い
か
な
ど
を
、
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ッ
ト
ン
の
一

行
は
六
週
間
に
わ
た
っ
て
調
べ
上
げ
た
。（
写
真
③
） 

五
月
五
日
に
は
、
調
査
団
は
、
執
政
・
溥
儀
と
も
会
見

し
た
。 

一
〇
月
二
日
、「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
が
内
外
に
公
表

さ
れ
た
。
満
州
事
変
を
侵
略
と
し
、
満
州
国
を
傀
儡
で
あ

る
と
し
つ
つ
も
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
特
殊
権
益
を

認
め
て
、
日
中
間
に
新
た
な
条
約
の
締
結
を
勧
告
し
た
。

し
か
し
、
日
本
は
朝
野
を
あ
げ
て
勧
告
に
抵
抗
し
た
。 

  

〈
熱
河
省
へ
の
侵
攻
〉 

（
以
上
の
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
）
関
東
軍
は
、
満
州

国
の
版
図
を
拡
大
す
べ
く
、
新
た
な
軍
事
行
動
に
移
っ
て
い
く
。

年
が
変
わ
っ
た
昭
和
八
年
、
大
軍
を
も
っ
て
熱
河
省
へ
侵
攻
し
た

の
で
あ
る
。（「
満
州
帝
国
の
興
亡
」
新
人
物
往
来
社
刊
よ
り
。） 

 

～
同
時
期
の
上
山
市
の
主
な
出
来
事 

（
上
山
市
史
年
表
よ
り
）
～ 

・ 

昭
和
六
年
五
月
六
日 

  
 

・ 

昭
和
六
年
七
月 

 
    

                   
 

・ 

昭
和
六
年
一
〇
月 

 
    

・ 

昭
和
七
年
一
月 

 
 

 
 

・ 

昭
和
七
年
一
〇
月
五
日 

・ 

昭
和
七
年 

 
 

 
 

   
   

（
次
回
は
、
熱
河
省
侵
攻
を
契
機
と
し
た
国
連
脱
退
の
経
過
に

つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

  

経
塚
山
・
白
禿
山
一
帯
が
大
火 

事
と
な
り
、
山
形
歩
兵
三
二
連 

隊
の
応
援
を
受
け
る
。 

低
温
と
多
雨
に
よ
る
冷
害
が
起 

こ
る
。 

農
村
の
娘
身
売
り
が
社
会
問
題 

と
な
る
。 

高
松
村
に
温
泉
旅
館
（
三
木
屋
） 

開
業
す
る
。 

満
州
農
業
試
験
移
民
始
ま
る
。 

 

棚
木
よ
り
高
湯
ま
で
の
道
路
と 

永
野
よ
り
上
ノ
原
ま
で
の
道
路 

を
改
修
す
る
。 

 


